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お
か
げ
さ
ま
で
平
成
二
十
四
年
度
の
町
会
事
業
・

行
事
も
無
事
に
終
わ
る
事
が
で
き
ま
し
た
。

昨
年
は
納
涼
盆
踊
り
大
会
・
仲
町
地
区
区
民
大
運

動
会
を
は
じ
め
大
山
小
学
校
の
児
童
数
減
少
に
何

と
か
歯
止
め
が
か
か
れ
ば
と
の
お
も
い
で
「
七
夕
ま

つ
り
」
や
「
線
香
花
火
大
会
」「
ス
ポ
ー
ツ
吹
き
矢

大
会
」
と
い
っ
た
未
就
学
児
童
や
小
学
生
を
対
象
と

し
た
事
業
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

今
後
も
地
域
の
子
供
た
ち
の
健
全
育
成
と
安
全

で
安
心
の
為
に
支
援
を
し
て
行
く
所
存
で
い
ま
す
。

又
、
昨
年
十
一
月
二
十
五
日
に
東
京
都
の
地
域

の
底
力
再
生
事
業
の
助
成
を
受
け
て
「
大
山
西
町

町
会
自
主
防
災
力
強
化
事
業
」
と
し
て
板
橋
区
役

所
危
機
管
理
室
防
災
担
当
課
の
ご
指
導
で
「
防
災

セ
ミ
ナ
ー
」
を
、
板
橋
消
防
署
・
板
橋
消
防
団
第

二
分
団
の
ご
協
力
に
よ
る
初
期
消
火
訓
練
を
実
施

致
し
ま
し
た
。
大
山
西
町
は
木
造
住
宅
密
集
地
域

で
あ
り
不
燃
化
十
年
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
先
行
実
施
地

区
が
決
定
し
て
お
り
ま
す
が
、
今
現
在
火
災
や
災

害
が
あ
っ
た
事
を
考
え
る
と
初
期
消
火
の
大
切
さ

が
わ
か
り
ま
す
。

年
一
回
は
こ
の
よ
う
な
訓
練
や
防
災
セ
ミ
ナ
ー

の
開
催
を
と
考
え
て
い
ま
す
。

次
に
会
員
の
一
部
の
方
か
ら
の
ご
指
摘
で
、「
会

員
親
睦
旅
行
を
西
町
町
会
で
は
や
ら
な
い
の
か
！
」

と
の
ご
意
見
で
す
が
、
過
去
に
何
度
か
企
画
・
実

施
を
し
た
経
緯
が
あ
り
ま
し
た
が
、
参
加
者
が
少

な
く
苦
慮
し
た
結
果
こ
こ
数
年
実
施
し
て
お
り
ま

せ
ん
が
、
今
後
会
員
相
互
の
親
睦
と
役
員
の
方
々

の
慰
労
を
兼
ね
て
実
施
し
て
行
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

本
年
も
町
会
の
運
営
に
是
非
ご
協
力
と
ご
支
援

を
お
願
い
し
、
皆
様
方
の
ご
健
康
と
ご
多
幸
を
心

よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

大
山
西
町
町
会

会
長

後
藤
昭
雄

町
会
事
業
・
行
事
の
運
営
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。

2013. 2月号

第 11 号

成
人
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

一
月
一
四
日
（
月
・
祝
）、
仲
町
セ
ン
タ
ー

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
ホ
ー
ル
に
お
い
て
成
人
の

日
の
つ
ど
い
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
、
大
雪
に
な
り
参
加
者
が
少
な
い
の

で
は
と
心
配
さ
れ
ま
し
た
が
八
六
名
の
参
加
あ

り
、
大
変
に
ぎ
や
か
な
式
典
と
な
り
ま
し
た
。

第
二
部
で
は
プ
ロ
の
カ
メ
ラ
マ
ン
に
よ
る
記

念
撮
影
も
あ
り
、
新
成
人
の
か
た
が
た
は
大
変

に
喜
ば
れ
て
い
ま
し
た
。

西
町
町
会
内
に
は
四
四
名
の
新
成
人
が
誕
生

し
ま
し
た
。
ぜ
ひ
地
元
町
会
の
行
事
等
の
参
加

を
お
願
い
致
し
ま
す
。

式
典
の
最
後
は
後
藤
会
長
の
挨
拶
で
結
ば
れ

ま
し
た
。
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大
山
西
町
町
会

住
民
防
災
組
織

防
災
訓
練
を
実
施
し
ま
し
た

防災を考える
vol.4

大山西町町会

住民防災組織

防災訓練
日時　2012

年11月25日日

　　　午前9時～
場所　板橋交

通公園

住民防災組織

防災訓練
住民防災組織

防災訓練
のお知らせ

●対策本部設置
　

●防災マップに
よる図上訓練　

●初期消火訓練
・延焼防止訓練

●訓練講評　

●炊出し配布　

「平成24年度東京都地域の底力再生事業助成」対象事業

田﨑病院

交番

ヤマザキショップ

大山小学校北
信号

日大病院前
信号

池袋→

←成増

関東マツダ

板橋第二中

板橋
第十小

大山
  小学校

板橋
交通公園
★

主催：大山西町町会　　協力：板橋区防災課・板橋消防署
ソナエちゃ

んとマモル
ちゃん

昨
年
11
月
25
日
に
行
わ
れ
た
「
大
山
西
町
防
災
訓
練
」
は
大
勢
の
参
加
を
い
た
だ
き
、
災
害
対
応
図
上
訓
練
・
放
水
訓
練
・

炊
き
出
し
訓
練
等
、
実
際
の
災
害
発
生
時
を
想
定
し
た
有
意
義
な
訓
練
を
行
う
事
が
出
来
ま
し
た
。
平
成
24
年
度
は
、
東
京

都
の
助
成
金
を
利
用
し
、
発
電
機
・
狭
小
地
で
の
放
水
に
必
要
な
ス
タ
ン
ド
パ
イ
プ
を
町
会
で
購
入
し
、
設
置
す
る
事
が
出

来
ま
し
た
。

災
害
対
応
図
上
訓
練
で
は
公
益
財
団
法
人

市
民
防
災
研
究
所

総
務
担
当
課
長
補
佐

兼

研
究
員

伊
藤
英
司
氏
よ
る

シ
ュ
ミ
レ
ー
シ
ョ
ン
講
演
で
西
町
町
会
の
問
題
点
・
対
策
を
協
議
し
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
は
毎
年
の
予
定
と
し
て
、
町
会
独
自
の
防
災
訓
練
は
必
要
不
可
欠
な
項
目
と
な
り
ま
す
。
町
会
一
丸
と
な
り
、
有

事
の
時
は
焦
ら
ず
慌
て
ず
冷
静
な
行
動
で
対
処
で
き
る
よ
う
に
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

平
成
７
年
１
月
17
日
５
時
46
分
、
地
震

の
規
模
は
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
７
・
３
、
阪

神
・
淡
路
大
震
災
発
生
。
死
者
６
５
０
０

名
、
負
傷
者
４
万
８
０
０
０
名
、
全
壊

家
屋
10
万
５
０
０
０
棟
、
半
壊
家
屋

14
万
４
０
０
０
棟
に
も
の
ぼ
り
、
交
通
機
関

や
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
、
農
産
物
に
も
大
き
な
被

害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。
こ
の
被
災
体
験
後
、

多
く
の
教
訓
を
基
に
防
災
意
識
の
再
確
認
が

行
わ
れ
て
来
ま
し
た
。
し
か
し
、
私
達
の
中

に
大
震
災
の
体
験
や
教
訓
が
時
間
の
経
過
と

と
も
に
風
化
し
て
き
た
事
実
が
あ
り
、
そ
の

さ
中
、
東
日
本
大
震
災
が
起
こ
り
ま
し
た
。

平
成
23
年
３
月
11
日
14
時
46
分
、
地
震
の

規
模
は
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
９
・
０
、
日
本
周

辺
に
お
け
る
観
測
史
上
最
大
の
地
震
が
発
生

し
ま
し
た
。地
震
に
よ
る
大
津
波
も
発
生
し
、

死
者
・
行
方
不
明
者
２
万
人
、
家
屋
の
倒
壊

は
40
万
戸
に
お
よ
び
、
避
難
者
は
40
万
人
に

上
り
ま
し
た
。
そ
の
爪
痕
は
報
道
な
ど
に
よ

り
私
達
の
目
に
も
未
だ
癒
え
て
い
な
い
こ
と

が
知
ら
さ
れ
、
あ
ら
た
め
て
震
災
の
恐
ろ
し

さ
を
痛
感
さ
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

さ
て
私
達
に
は
大
規
模
で
実
践
的
な
防
災

訓
練
の
実
施
が
必
要
で
す
。
先
日
行
わ
れ
た

首
都
直
下
型
地
震
を
想
定
し
た
「
大
山
西
町

防
災
訓
練
」
は
、
地
域
で
想
定
さ
れ
る
災
害

に
対
し
て
、
地
域
住
民
で
ど
の
よ
う
に
対
応

し
て
い
く
か
を
皆
で
考
え
た
り
、
ス
タ
ン
ド

パ
イ
プ
を
使
っ
て
の
放
水
や
、
町
会
役
員
に

よ
る
炊
き
出
し
訓
練
な
ど
が
主
な
内
容
で
し

た
。
今
後
は
地
域
住
民
全
員
の
意
識
を
向
上

さ
せ
、
普
段
か
ら
防
災
を
心
掛
け
て
い
く
必

要
が
あ
り
ま
す
。
想
定
地
震
確
率
上
昇
の
報

道
も
あ
り
、
改
め
て
、
大
震
災
の
教
訓
を
学

び
、
充
実
強
化
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

●

11
月
25
日
に
行
わ
れ
た
「
大
山
西
町
防
災

訓
練
」
で
の
災
害
対
応
図
上
訓
練
で
の
具
体

的
な
内
容
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
各
家
庭
や

個
人
で
も
対
応
方
法
を
考
え
ま
し
ょ
う
。
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公益財団法人　市民防災研究所
総務担当課長補佐　兼　研究員

伊藤英司氏よる災害対応図上訓練の講演

想
定
１

倒
壊
家
屋
か
ら
出
火

火
災
が
起
き
た
ら
、
ど
う
対
応
す
る
？

想
定
２

倒
壊
家
屋
で
数
名
が
生
き
埋
め

住
民
か
ら
の
救
助
要
請
、
ど
う
対
応
す

る
？

想
定
３

地
震
で
け
が
人
が
発
生

＊
タ
ン
ス
が
転
倒
し
て
足
首
が
腫
れ
あ
が
り

骨
折
の
疑
い

＊
ガ
ラ
ス
が
割
れ
頭
部
か
ら
出
血

当
日
の
訓
練
で
は
、「
誰
が
」「
ど
こ
に
あ

る
も
の
（
資
器
材
等
）
を
使
い
」「
ど
の
よ

う
に
」
対
応
す
る
か
を
具
体
的
に
考
え
話
し

合
い
ま
し
た
。

ま
と
め
と
し
て
作
成
さ
れ
た
報
告
書
は
、

地
域
住
民
に
と
っ
て
重
要
な
資
料
と
な
り
ま

す
。昨

年
配
布
さ
れ
ま
し
た
「〝
我
が
ま
ち
〞

の
防
災
マ
ッ
プ
」
と
と
も
に
自
身
の
防
災
対

策
向
上
に
役
立
て
ま
し
ょ
う
。

ま
と
め

１
．
事
前
の
備
え
で
被
害
を
軽
減
す
る

　
　
（
減
災
）

•
地
震
で
倒
壊
し
な
い
住
ま
い
づ
く
り
（
耐

震
診
断
と
耐
震
補
強
）

•
家
具
の
転
倒
・
落
下
・
移
動
防
止
対
策

•
整
理
整
頓

２
．
地
震
後
〝
初
期
消
火
〞
と
〝
出
火
防
止
〞

•
地
震
火
災
の
ほ
と
ん
ど
が
「
電
気
火
災
」

　
　

暖
房
器
具
・
白
熱
灯
ス
タ
ン
ド
・
観
賞

魚
用
ヒ
ー
タ
ー
等
の
発
熱
器
具
に
注
意

•
出
火
し
て
も
小
さ
い
火
な
ら
私
達
で
も
消

火
で
き
る
！

　
　

家
庭
内
に
あ
る
初
期
消
火
具
の
確
認

（
消
火
器
・
風
呂
の
残
り
湯
・
牛
乳
パ
ッ

ク
等
）
初
期
消
火
術
を
身
に
つ
け
る

３
．
災
害
対
応

•
地
域
住
民
一
丸
と
な
っ
て
協
力
し
合
う

　
　

日
頃
か
ら
隣
近
所
で
き
る
だ
け
親
し
く

し
て
お
く
。
ま
ず
は
挨
拶
か
ら

•
地
域
の
防
災
資
源
の
把
握

　
　
「
消
火
」「
救
出
」「
避
難
誘
導
」
等
を

行
う
時
、地
域
に
ど
ん
な
人
（
町
会
役
員・

専
門
家
等
）
が
い
て
、
ど
ん
な
物
（
資
器

材
等
）
が
活
用
で
き
る
か
日
頃
か
ら
把
握

し
防
災
マ
ッ
プ
を
作
っ
て
お
く

•「
防
災
訓
練
」
で
防
災
行
動
力
を
高
め
る

大
山
西
町
は
津
波
の
心
配
は
な
い
よ
う
で

す
。
し
か
し
密
集
地
に
よ
る
火
災
発
生
が
懸

念
さ
れ
て
い
ま
す
。

火
災
が
起
き
て
も
延
焼
拡
大
を
防
ぎ
、
け

が
人
救
出
が
速
や
か
に
出
来
る
よ
う
に
、
そ

し
て
地
域
を
守
る
為
に
も
普
段
か
ら
防
災
を

心
掛
け
、
非
常
事
態
の
準
備
を
万
全
に
し
て

お
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

〝
自
分
た
ち
の
ま
ち
は
自
分
た
ち
で
守
る
〞

を
合
言
葉
に
災
害
に
強
い
町
を
め
ざ
し
ま

し
ょ
う
。

防災MAPをみながら
災害対策を協議する
参加者の皆さん
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想
定
１

倒
壊
家
屋
か
ら
出
火

倒
壊
家
屋
か
ら
白
煙
が
噴
出
中

火
災
が
起
き
た
と
き
、ど
う
対
応
す
る
？

●
自
分
は
一
人
暮
ら
し
な
の
で
、
近
所

の
人
に
知
ら
せ
て
逃
げ
ま
す
。

●
第
一
に
自
宅
の
安
全
確
認
。
次
に
周

り
の
状
況
を
見
て
判
断
す
る
。
自
宅

の
消
火
器
。
水
の
確
保
。

●
身
の
安
全
（
家
族
）。
火
の
確
認
。
非

常
用
持
出
。
近
所
に
知
ら
せ
る
。

●
家
族
の
安
否
。
連
絡
を
取
る
。
わ
が

家
の
火
の
確
認
、
始
末
。
近
所
の
状

況
を
見
て
避
難
場
所
へ
。

●
家
族
と
連
絡
す
る
。
火
の
元
注
意
。

●
ま
ず
周
囲
に
知
ら
せ
る
。
消
火
に
あ

た
る
。

●
ま
わ
り
に
大
声
で
知
ら
せ
る
。
火
元

の
住
人
の
確
認
。ど
う
消
火
す
る
か
？

●
家
族
の
安
全
。
火
の
確
認
。
逃
げ
口

確
認
。
火
が
出
た
ら
す
ぐ
消
す
。
戸

を
開
け
る
。
近
所
を
確
認
し
て
避
難

所
に
行
く
。

●
消
火
。
電
気
・
ガ
ス
元
栓
を
止
め
て

逃
げ
る
。
パ
ニ
ッ
ク
に
な
る
。

●
落
ち
着
い
て
か
ら
行
動
す
る
。
家
族

と
別
れ
な
い
よ
う
連
絡
す
る
。

●
大
切
な
も
の
は
毎
日
リ
ュ
ッ
ク
に
入

れ
持
ち
歩
く
。

●
体
が
悪
い
人
を
先
に
連
れ
て
い
く
。

●
み
ん
な
で
や
る
が
、
若
い
人
が
少
な

い
。
60
〜
75
歳
以
上
の
人
が
多
い
。

●
火
災
の
発
生
を
大
声
で
知
ら
せ
る
。

中
に
人
が
い
る
か
聞
く
。
初
期
消
火

に
努
め
る
。

●
落
ち
着
い
て
行
動
す
る
。「
火
事
だ
」

と
大
声
で
近
所
に
知
ら
せ
る
。
初
期

消
火
で
き
る
人
は
早
く
消
火
す
る
。

濡
れ
タ
オ
ル
で
口
を
押
さ
え
る
（
身

を
守
る
）

●
火
事
だ
と
大
声
で
知
ら
せ
る
。
身
を

守
る
。
逃
げ
る
。

●
大
声
で
火
災
を
知
ら
せ
、
逃
げ
る
。

●
大
声
で
火
事
を
知
ら
せ
る
。
火
元
に

人
が
い
な
い
か
確
か
め
る
。

●
大
声
で
知
ら
せ
消
火
す
る
。

●
交
通
公
園
に
逃
げ
る
。

●「
火
事
だ
ー
」と
言
い
な
が
ら
逃
げ
る
。

●「
火
事
だ
ー
」と
大
声
で
叫
ぶ
。
消
火

す
る
。

●
初
期
消
火
（
消
火
器
）。「
火
事
だ
」

と
大
き
な
声
で
周
り
の
人
に
知
ら
せ

る
。
地
震
が
収
ま
っ
た
ら
隣
の
人
が

無
事
か
確
認
す
る
。
消
火
に
風
呂
、

洗
濯
機
の
水
を
使
い
、バ
ケ
ツ
リ
レ
ー

す
る
。

●
様
子
を
見
て
消
火
す
る
。

●
消
火
器
を
取
り
出
し
て
か
け
つ
け
る
。

●
消
火
器
の
持
出
用
意
。
隣
の
家
の
状

況
を
み
る
こ
と
が
大
切
と
思
う
。

●
自
宅
及
び
近
辺
の
状
況
を
確
認
し
て

か
ら
対
応
す
る
。

●
自
分
の
家
の
中
で
様
子
を
見
て
か
ら
。

●
様
子
を
見
て
の
こ
と
。
自
宅
に
い
ま

す
。

●
自
分
で
消
火
で
き
な
い
の
で
大
声
で

人
を
呼
ぶ
。

●
近
所
の
人
を
大
声
で
呼
ん
で
協
力
を

依
頼
す
る
。
で
き
る
こ
と
は
協
力
す

る
。
老
人
が
多
い
。

想
定
２

倒
壊
家
屋
で
数
名
が
生
き
埋
め

住
民
か
ら
の
救
助
要
請
、

ど
う
対
応
す
る
？

●
周
り
の
人
た
ち
に
も
知
ら
せ
て
大
人

数
で
救
助
す
る
。
救
助
の
人
が
来
る

ま
で
、
本
人
（
生
き
埋
め
の
人
）
に

声
を
か
け
て
気
持
ち
を
落
ち
着
か
せ

て
や
る
。

●
１
１
０
番
。
大
声
で
近
所
に
知
ら
せ
、

み
ん
な
で
協
力
す
る
。

●
大
き
な
声
で
呼
び
か
け
、
協
力
す
る
。

●
周
り
に
声
を
か
け
て
大
勢
で
助
け
る
。

●
周
り
の
人
に
知
ら
せ
、
集
ま
っ
て
も

ら
い
、
協
力
し
て
棒
の
よ
う
な
も
の

（
例
：
バ
ッ
ト
な
ど
）
で
倒
れ
た
物
の

間
に
入
れ
助
け
る
。
周
り
に
人
が
い

な
い
と
き
は
ツ
イ
ッ
タ
ー
で
助
け
を

求
め
る
。

グ
ル
ー
プ
で
出
た
意
見
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昭和16年板橋8丁目より板橋4丁目（現大山西町）に

移転し今年で72年。

開業当時は炭や雑貨なども扱い、酒は勿論、味噌や

醤油、塩・油等も量り売りでした。

大きな酒樽や味噌樽の仕入れや運搬、防腐剤なしで

の商品の鮮度維持、販売品へのわら等の遺物混入な

ど、それぞれに気配りが必要で、お店の運営には家

族が全員で携わりました。営業時間も長く、戦前・

戦中・戦後と先代達の苦労は絶えませんでした。

平成17年ヤマザキショップに加入し、時代と共にお

店も商品も新しく様変わりしました。

最近では四代目の哲哉さん・のりこさんご夫婦がお

店に立つ姿も多くなりました。良い品物を安い価格

で提供し、お客様が満足し楽しんでお買い物が出来

るようにと心掛けています。

ちびっ子からお年寄りまで、地域住民の生活には欠

かせない存在のお店です。

住所　大山西町63－3

TEL　03－3956－0603

営業時間　午前９時～午後10時

定休日　　隔週水曜日

せきぐち店

せきぐち店

デザイン・印刷関連業務
●名刺・ハガキ・チラシ・広告・パンフレット
　その他
●取材・撮影・デザイン・印刷・納品（地方納品可）
●ご相談・お見積もり無料

TEL/FAX.03-3973-4233
TEL.03-3956-0603
〒 173-0033 板橋区大山西町 63-3

のりこさん、仁愛奈（にいな）ちゃん、
哲哉さんご家族

マチでうわさの

気になるお店

［作り方］
（１） 菜の花はざく切りにし、ニンニクはみじん切り、唐辛
子は細かく輪切りにする。

（２）フライパンにオリーブオイルを入れ、ニンニク・唐辛
子を炒め、香りがしてきたら菜の花とコーンを入れ、菜
の花に火が通ったら茹でたてのスパゲッティーを入れ、
塩・コショウで味を整える。

春野菜が出回り始めました。その中でも菜の花は栄養価の
優れた野菜です。ビタミンＡ・Ｂ１・Ｂ２・Ｃ、カルシウム、
鉄等を多く含み美容と健康に有効です。また菜の花特有の
アルカロイドはストレス解消、疲労回復の作用が有るそう
です。美味しくかんたんに調理して、春を満喫しましょう。

［材料]　２人分
•菜の花　　　　　　 1把
•コーン　　　　　　 30ｇ
　（缶詰のつぶコーン）
•ニンニク　　　　　 １片
•唐辛子　　　　　　 １個
•オリーブオイル　　 適量
•塩・コショウ　　　 適量
•スパゲッティー ２人分

Cooking
カンタンクッキング

菜の花のぺペロンチーノスパゲッティー

担当：黒坂
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平
成
二
十
四
年
十
二
月
二
十
五
日
（
火
）
に
、
第
二
学
期
の
終
業
式
を
行
い
ま
し
た
。
一
年
間
で
最
も
長
い
学
期
の
中
で
、
子
供
た
ち
は
様
々
な

こ
と
を
経
験
し
、
ひ
と
ま
わ
り
も
ふ
た
ま
わ
り
も
大
き
く
成
長
し
ま
し
た
。

二
学
期
も
、
地
域
の
皆
様
に
は
、
本
校
の
教
育
活
動
に
対
し
て
様
々
な
面
で
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

十
月
二
十
一
日
（
日
）
に
、
区
民

ま
つ
り
で
鼓
笛
パ
レ
ー
ド
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
今
年
度
は
、
一
年
生
か
ら

六
年
生
ま
で
の
全
校
児
童
で
編
成
し

た
鼓
笛
隊
が
参
加
し
ま
し
た
。
子
ど

も
た
ち
は
一
学
期
か
ら
楽
器
の
練
習

に
が
ん
ば
っ
て
取
り
組
み
、
運
動
会

で
晴
れ
の
姿
を
披
露
し
ま
し
た
。
し

か
し
、
区
民
ま
つ
り
で
は
、
区
民
の

み
な
さ
ん
の
前
で
子
ど
も
た
ち
は
と

十
一
月
十
日
（
土
）
に
音
楽
会
を

実
施
い
た
し
ま
し
た
。
多
く
の
皆
様

方
に
ご
観
賞
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

異
学
年
、
一
組
・
五
組
合
同
な
ど
、

い
ろ
い
ろ
な
形
式
で
演
奏
に
取
り
組

み
、
大
山
小
学
校
ら
し
い
と
て
も
温

か
い
音
楽
会
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
経
験
か
ら
得
た
自
信
、
協
力

す
る
気
持
ち
を
大
切
に
し
、
今
後
の

学
校
生
活
に
生
か
し
て
ま
い
り
ま
す
。

十
一
月
十
九
日
（
月
）、
全
校
児

童
が
連
合
音
楽
会
に
出
演
し
ま
し
た
。

板
橋
文
化
会
館
の
ス
テ
ー
ジ
に
並
び
、

堂
々
と
「
マ
ー
チ
ン
グ
メ
ド
レ
ー
」

を
演
奏
し
、
美
し
い
声
で
し
っ
か
り

校
歌
を
歌
い
あ
げ
ま
し
た
。

会
場
へ
観
賞
に
来
て
い
た
保
護
者

の
方
々
か
ら
は
、
真
剣
な
子
ど
も

た
ち
の
表
情
や
す
ば
ら
し
い
演
奏

に
、「
涙
が
出
る
ほ
ど
感
動
し
た
」
等
、

子
ど
も
た
ち
を
称
え
る
ご
感
想
を
た

く
さ
ん
い
た
だ
き
ま
し
た
。

全
校
児
童
「
み
ん
な
仲
良
し
」（
大
山
小
学
校
の
教
育
３
）
副
校
長

齋
木
義
仁

て
も
緊
張
し
て
い
ま
し
た
が
、
堂
々

た
る
姿
で
パ
レ
ー
ド
を
進
め
、
演
奏

が
終
わ
っ
た
後
に
は
と
て
も
晴
れ
や

か
な
表
情
を
見
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

お
か
げ
さ
ま
で
、
こ
の
体
験
を
通
し

て
大
き
な
自
信
を
も
つ
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

温
か
い
ご
声
援
、
ご
協
力
を
賜
り
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

区
民
パ
レ
ー
ド

音
楽
会

連
合
音
楽
会

子どもたちは、練習の成果を発揮し、
自信をもってパレードしました。

全校金管鼓笛隊「マーチングメドレー」
～こんにちはトランペット～聖者の行進～

全校合唱 「ともだちになるために」
 「夢のせかいを」

日大病院入口

想い出に残るお写真は……ミセスのための
セレクトshop

ブティック

TEL.03-3955-7927
TEL.03-3956-0164

〒 173-0033 板橋区大山西町 49-2 〒173-0033 　板橋区大山西町58-10

中島写真館
そば処  

営業時間
AM11:30～PM3:00／PM4:00～PM8:00

定休日
木曜日

 板橋区大山西町65－４

Tel　03－3956－４044
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営業時間
ランチ　11：30～14：00（L.O.）
ディナー17：30～21：30（L.O.）

定休日
木曜日、第３水曜日

板橋区大山東町52－11　サンローズ小林Ｂ1
Tel　03（3579）1800

オステリア「イル チッチョーネ」

十
一
月
十
九
日
（
月
）、
全
校
児

童
が
連
合
音
楽
会
に
出
演
し
ま
し
た
。

板
橋
文
化
会
館
の
ス
テ
ー
ジ
に
並
び
、

堂
々
と
「
マ
ー
チ
ン
グ
メ
ド
レ
ー
」

を
演
奏
し
、
美
し
い
声
で
し
っ
か
り

校
歌
を
歌
い
あ
げ
ま
し
た
。

会
場
へ
観
賞
に
来
て
い
た
保
護
者

の
方
々
か
ら
は
、
真
剣
な
子
ど
も

た
ち
の
表
情
や
す
ば
ら
し
い
演
奏

に
、「
涙
が
出
る
ほ
ど
感
動
し
た
」
等
、

子
ど
も
た
ち
を
称
え
る
ご
感
想
を
た

く
さ
ん
い
た
だ
き
ま
し
た
。

○
た
て
わ
り
班
活
動

た
く
さ
ん
あ
る
落
ち
葉
を
、
た
て

わ
り
班
で
協
力
し
て
掃
き
集
め
ま
し

た
。
上
学
年
は
下
学
年
に
掃
き
方
を

丁
寧
に
教
え
て
あ
げ
て
い
ま
し
た
。

今
年
度
、
本
校
は
「
ス
ポ
ー
ツ
教

育
推
進
校
」
と
し
て
、研
究
主
題
「
す

す
ん
で
運
動
に
親
し
む
児
童
の
育

成
」
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。

二
学
期
は
、
体
操
競
技
の
専
門
家
、

ス
ポ
ー
ツ
ト
レ
ー
ナ
ー
を
講
師
と
し

て
お
招
き
し
、
マ
ッ
ト
運
動
や
体
幹

を
鍛
え
る
運
動
等
の
授
業
を
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

研
究
の
成
果
を
も
と
に
、
今
後
の

教
育
活
動
を
益
々
充
実
さ
せ
て
ま
い

り
ま
す
。

三
学
期
が
、
本
校
の
特
色
で
あ
る

交
流
活
動
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

一
月
八
日
（
火
）
始
業
式
の
日
に
、

全
校
で
も
ち
つ
き
を
し
て
、
友
達
と

新
年
を
祝
う
伝
統
行
事
に
親
し
み
、

つ
き
た
て
の
お
も
ち
を
味
わ
い
ま
し

た
。
友
達
と
協
力
し
て
つ
い
た
お
も

ち
の
味
は
格
別
で
し
た
。

三
学
期
も
本
校
の
特
色
で
あ
る

「
全
校
児
童
が
み
ん
な
仲
良
し
」
の

温
か
く
穏
や
か
な
雰
囲
気
の
中
で
、

子
ど
も
た
ち
一
人
一
人
を
き
め
細
や

か
に
支
援
す
る
教
育
活
動
を
推
進
し

て
ま
い
り
ま
す
。

本
校
の
教
育
活
動
へ
の
保
護
者
・

地
域
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
、

今
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

交
流
活
動

ス
ポ
ー
ツ
教
育
推
進
校
授
業

三
学
期

も
ち
つ
き
会

○
板
橋
第
二
中
学
校
と
の
交
流
会

一
、二
年
生
は
中
学
校
見
学
、
四

年
生
は
体
育
、
六
年
生
は
理
科
の
授

業
を
中
学
校
の
先
生
が
行
っ
て
く
だ

さ
い
ま
し
た
。

ま
た
、代
表
生
徒
が
本
校
図
書
室

で
、四
〜
六
年
生
に
向
け
て「
長
崎
平

和
の
旅
」を
発
表
し
て
く
れ
ま
し
た
。

学校防災について
　�2݄�日ʢਫʣʹɺߦ੓ɺ地域ɺอऀޢ
のօ༷ͱຊ校ڭ৬һͰɺ学校防災࿈བྷ会Λ
։催͠·ͨ͠ɻ
　災ൃ֐生ޙʹຊ校͕ࢦఆආ೉ॴͱͯ͠։
ઃ͢Δ͜ͱʹͳͬͨࡍのආ೉ॴܭը΍ɺ学
校防災ܭըʹ͍ͭͯɺཱ֤৔͔Βの໾ׂ෼
୲Λ֬ೝ͠·ͨ͠ɻ·ͨɺ板橋区防災ػة
課৬һのࢦಋʹΑΓɺ防災ແઢのૢ࡞ମݧ
΋͍ߦ·ͨ͠ɻ
　地域のํ͔Βɺ「町会͕ෳ਺の学校ʹ·
͕͍ͨͬͯΔͨΊɺ災࣌֐ʹͲͪΒのආ೉
ॴ΁͚ߦ͹Α͍の͔Θ
͔Βͳ͍�」ͱ͍͏͝ҙ
΋͍͖ͨͩ·ͨ͠ɻݟ
ͱ΋ɺ͝協力のޙࠓ　
΄ͲɺΑΖ͓͍͘͠ئ
͍ͨ͠·͢ɻ

落ち葉掃き集会

小中連携の取り組み

マット運動授業

体幹をきたえる授業

ち
の
味
は
格
別
で
し
た
。

空調設備
一般電気設備　設計　施行

松下電気株式会社
〒173-0033

板橋区大山西町33-5

☎03-3955-3002
TEL.03-3974-4001
〒173-0033板橋区大山西町58-10

有限会社　後藤商店

短期宿泊
WEEKLY RESIDENCE

ゴトウ
೔େ൘ڮපӃΑΓెา �෼

ੜ׆ඞध඼Λ͢΂ͯଗ͑ɺҰࣨΛ௿ྉۚͰఏڙʂ
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●50年ぶりの再会で母校の学校を訪ね、昔

の仲間との語らいに心躍らせた、今年古希を

迎える同窓生の話を聞きました。建物や道路

など周りの環境は変わっても、街の温かさや

空気に触れることで胸いっぱいに懐かしさを

感じ、感激ひとしおだったことでしょう。い

つの時代になっても「ふるさと」を実感でき

る大山西町であってほしいと強く思うエピ

ソードでした。  （山本）

桜まつりの特集です。桜まつりの特集です。
皆さんが撮った写真・イラスト・絵を皆さんが撮った写真・イラスト・絵を
誌上ギャラリーでご紹介します。誌上ギャラリーでご紹介します。
携帯電話の写真でも大丈夫（解像度に携帯電話の写真でも大丈夫（解像度に
注意）。是非ご参加ください。注意）。是非ご参加ください。
応募の際は編集担当の山本副会長また応募の際は編集担当の山本副会長また
は後藤会長にご連絡ください。は後藤会長にご連絡ください。
なお、メールでの送信も可能です。なお、メールでの送信も可能です。
メールアドレスメールアドレス
cresc@fol.hi-ho.ne.jpcresc@fol.hi-ho.ne.jp

࣍߸ͷ༧ࠂ

　平成24年度の寺子屋は８回行われ、毎回楽しい催しが用

意されました。

　英語での紙芝居や梅ジュース作り、ポーラセーツ、クリ

スマスケーキ作り、凧揚げ・かるた大会、スポーツ大会な

ど子供達と保護者、地域住民とが一緒に楽しめる企画運営

には、実行委員の御苦労を感じます。有難うございました。

12年間のいきいき寺子屋での思い出は子供達の宝物になり

ます。

　これからも学校と地域が協力して、いろいろな事業を展

開していきたいと思います。

いきいき寺子屋（大山小学校）編　集　後　記

池袋西口2丁目30-18
お茶とのり　東京園

TEL03-3983-8755 FAX03-3983-1888
配達・発送承ります
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　 　   池袋名物
   ふくろう最中

後藤会長宛

TEL 03-3974-4001
FAX 03-3974-5569

みなさんで会報を作りましょう！

投稿・ご意見、編集委員、
子供特派員大募集！

〒173-0033
板橋区大山西町58-13-101ハイツ大山

中華料理　いけ麺　天　竜
TEL03-3974-2948




